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７
月
の
改
選
に
よ
り
、
私
達

編
集
委
員
も
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に

尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
さ
て
、
暑
い
夏
も
過
ぎ
、
皆

様
の
お
手
元
に
農
業
委
員
会
だ

よ
り
１
５
７
号
が
届
く
頃
は
、

農
家
に
と
っ
て
一
番
楽
し
み
な

収
穫
の
秋
を
迎
え
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
11
日
以
降
は
、
目

に
は
見
え
な
い
放
射
能
汚
染
に

心
配
し
な
が
ら
収
穫
作
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
県

や
市
の
関
係
機
関
の
話
を
聞
き

ま
す
と
、
数
値
を
見
た
結
果

﹁
い
わ
き
の
農
産
物
は
心
配
な

い
﹂
と
の
こ
と
な
の
で
、
私
も

農
業
者
の
1
人
と
し
て
、
自
分

で
生
産
し
た
野
菜
、
米
等
に
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
﹁
安
全
な
作
物
で
す
﹂
と
伝

え
な
が
ら
消
費
者
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
で
、
風
評
被
害

も
無
く
な
り
、
希
望
の
持
て
る

農
業
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
信

じ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

　
︵
執
筆
　
荒
川
　
光
弘
委
員
︶

編集委員

荒 川 光 弘 草野城太郎
佐川良平 飯 高 敬 一渡 邉 和 夫

　
東
日
本
大

震
災
及
び
原

発
事
故
に
よ

る
避
難
、
転
居
、
風
評
被
害
等

が
あ
り
今
後
の
村
お
こ
し
に
は

課
題
が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
中
山
間
地
域
で
あ
る
田
人
町

貝
泊
地
区
で
は
、
人
口
減
少
に

よ
り
過
疎
化
が
進
む
状
況
か
ら

脱
す
る
た
め
、
平
成
14
年
２
月

に
村
お
こ
し
団
体
と
し
て
、

﹁
貝
泊
コ
イ
コ
イ
倶
楽
部
﹂
を

設
立
し
、
地
域
の
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
、
地
域
へ
の
定
住
促

進
、
地
域
活
性
化
に
実
績
を
あ

げ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、

平
成
14
年
９
月
に
直
売
所
﹁
山

ぼ
う
し
の
家
﹂
を
建
設
し
地
元

農
産
物
を
販
売
、
交
流
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
高

齢
化
・
高
齢
世
帯
化
な
ど
に
よ

り
遊
休
農
地
が
拡
大
し
、
毎
週

日
曜
日
に
販
売
す
る
農
産
物
が

少
な
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
貝
泊
集
落
を
通
じ
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

を
活
用
し
、
平
成
18
年
11
月
に

﹁
山
ぼ
う
し
加
工
所
﹂
、
平
成

21
年
11
月
に
﹁
豆
腐
工
房
﹂
を

建
設
し
ま
し
た
が
、
貝
泊
地
区

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
開
発

が
難
し
い
な
か
、
豆
腐
工
房
に

つ
い
て
は
、
地
元
産
大
豆
を
１

０
０
％
使
用
し
た
豆
腐
が
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
紹
介
し
た
３
つ
の
施
設
は
、

震
災
及
び
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
な
ど
で
深
刻
な
打
撃
を

受
け
て
お
り
、
定
住
し
た
家
族

の
う
ち
５
家
族
20
人
が
避
難
さ

れ
た
り
し
て
い
る
悪
条
件
の
中

で
、
今
後
は
次
の
活
動
に
邁
進

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
豆
腐
は
地
元
産
大
豆
を
使
用

　
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
良
や

　
販
路
拡
大
を
工
夫
し
大
豆
増

　
産
と
売
上
げ
増
を
ね
ら
う
。

○
地
域
住
民
の
意
識
改
革
と
知

　
恵
を
結
集
し
﹁
貝
泊
地
区
特

　
有
の
加
工
品
﹂
を
開
発
す
る
。

○
風
評
被
害
等
に
対
す
る
地
域

　
住
民
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
売

　
上
げ
増
に
つ
な
げ
る
。

○
自
家
消
費
農
作
物
を
作
る
住

　
民
を
増
や
す
こ
と
で
、
遊
休

　
農
地
解
消
と
生
産
量
の
増
加

　
を
め
ざ
す
。

　
地
区
全
体
が
高
齢
化
し
て
い

る
う
え
、
風
評
被
害
等
で
大
変

な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
﹁
ふ

る
さ
と
を
守
る
﹂
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（編集委員長） （副委員長）
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　農業者年金は、農業者が
より豊かな老後を過ごすこ
とができるよう国民年金に
上乗せするための公的年金
です。
　次の３つの要件を満たす
農業者なら、どなたでも加
入できます。

≪加入要件≫
○年間60日以上農業に従事
○20歳以上60歳未満の方
○国民年金第１号被保険者
（免除者を除く）

≪農業者年金の特徴≫
○確定拠出型年金で積み立
　てた保険料と、その運用
　益により年金額が決まる
　積み立て方式です。
○２万円から６万７千円ま
　での範囲の千円単位で、
　自分で保険料月額を設定
　できます。また、途中で
　月額を変更することも可
　能です。
○任意脱退が可能です（脱
　退一時金の支給はありま
　せん）。
○要件により、国から保険
　料の一部に助成（政策支
　援）が受けられます。
○農業者年金は基礎年金の
　上乗せ年金という性格か
　ら、国民年金の付加年金
　（月額400円）への加入も
　必須となります。

お問い合わせ
農業委員会事務局　農政振興係

　　　　（22）7534

トピックストピックス
《南部地

区》

荒川光弘
委員

〔勿来・遠
野・田人〕

備えあれば憂いなし
老後の安心
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